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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 東京医科大学 大学名 東京医科大学 

研究プロジェクト名 生体分子情報による次世代型がん個別最適化治療法の開発 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

近年「がん多死化社会」の到来が大きな課題となっているが、がん克服のためにはがん細胞

の撲滅と同時に副作用を最小限にして二次発癌を予防することが重要である。そのために

はがんの特性や個人の薬剤感受性・免疫学的背景により個別化し、薬剤投与量・投与方法

を最適化した医療の確立が望まれる。本事業では新たに次世代シークエンスシステム導入

し、がんの個別最適化医療の実現を目指し、「がん多死化社会」に立ち向かう若手医師、若

手研究者の育成を行う。具体的には (1)がん幹細胞とがん環境の分子基盤、(2)免疫制御、

(3)遺伝的背景を軸としてテーマを集約し、各個研究よりは学内共同研究を重視して研究を

展開する。研究基盤構築に際しては医学総合研究所二部門（分子腫瘍研究部門、免疫制御

研究部門）が中核となり、基礎医学（分子病理学分野）、臨床医学（内科系、外科系）のブリッ

ジングとともに、医薬工連携による人的交流、技術支援などを積極的に行う。これらの研究

成果を国内外の多施設共同研究に発展させることで、次世代型がん個別最適化医療のロー

ドマップ作成に寄与することが期待される。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 がん幹細胞およびがん環境研究に関しては、医学総合研究所を中心に臨床医学と基礎医

学が連携した研究基盤が構築された。特にバイオマーカーとしての「miRNA 診断」について

多くのエビデンスが蓄積され、「エクソソーム・miRNA」についてはがん環境のバイオロジー

に関する研究から治療へつながる研究に発展し、企業との連携が進んでいる。また、造血器

腫瘍領域では「分子標的療法」に加えて、「薬剤リポジショニング」に関する特許 1 件を申請し

た。一方、免疫制御機構に関しては、「IL-27 の抗腫瘍効果」の他、再発の予測という観点か

らみた独自の免疫学的パラメーターを報告した。遺伝的背景については「BIM 遺伝子多型」

についてのチロシンキナーゼ阻害剤の反応性との関係、悪性リンパ腫における予後との関

係などを明らかにした。一方、本事業による次世代シーケンサーの設置に伴い、学内で「が

んクリニカルシーケンスの実現」をめざした若手研究者中心の共同研究体制が整い、工学院

大学の技術支援を得て、小児科、眼科、内科を中心に疾患特異的変異が見いだされつつあ

る。以上の成果は英文論文 47 編（総インパクトファクター: 244.921）の他に、一部はホーム

ページやメディア掲載（日本経済新聞）で開示している。なお、本事業に参画している大学院

生は 13 名で、2 名の PD と 4 名の RA を雇用し、期間内に若手研究者対象のセミナーを 14
回実施し、若手の育成に積極的に取りくんだ。研究テーマによって達成率は 50~95%と異な

るが、今後は出口戦略を見据えて研究を展開していく予定である。 
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平成 25 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  東京医科大学              ２ 大学名  東京医科大学         

 

３ 研究組織名  生体分子先端研究センター                                

 

４ プロジェクト所在地   東京都新宿区西新宿 6-7-1                               

 

５ 研究プロジェクト名 生体分子情報による次世代型がん個別最適化治療法の開発        

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                                  

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

大屋敷純子 医学総合研究所 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数 48 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

大屋敷純子 

医 学 総 合

研究所・教

授 

次世代シーケンスによるコン

パニオン診断法の開発 

プロジェクトの立案と総

括 

善本 隆之 

医 学 総 合

研究所・教

授 

免疫評価法確立とその免疫

治療への応用 
免疫制御法の開発 

大屋敷一馬 

血 液 内 科

学分野・教

授 

個別化医療のための分子マ

ーカー探索 
がん細胞の変容解明 

梅津 知宏 

血 液 内 科

学分野・講

師 

エクソソームによるシグナル

伝達機構の解明 

がん環境にかかわる生

体分子の解明 

黒田 雅彦 

分 子 病 理

学分野・教

授 

生 体 分 子 を 用 い た 新 た な

DDS の確立 

出口戦略と個別化医療

の確立 

（共同研究機関等） 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

エクソソームによるシグ

ナル伝達機構の解明 

先端分子探索寄

附講座・助教 
梅津 知宏 

がん環境にかかわる生

体分子の解明 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端分子探索寄附

講座・助教 
血液内科学分野・講師 梅津 知宏 

がん環境にかかわる

生体分子の解明 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

近年、次世代シークエンス技術の台頭により膨大な DNA 情報の高速処理により個人ゲノム

を解読できるようになった。このような生命科学の進歩を医療に役立てるためには医学、薬

学、工学、物質科学などの分野横断的アプローチが必須である。一方、近年がん多死化社

会の到来が大きな課題となっているが、がん克服のためにはがん細胞の撲滅と同時に副作

用を最小限にし、二次発癌を予防することが重要である。このためにはがんの特性や患者の

薬剤感受性・免疫学的背景により個別化し、薬剤投与量・投与方法を最適化した医療の確立

が望まれている。本研究では新たに次世代シークエンス技術の導入により、今までの文部科

学省戦略的研究基盤形成支援事業により構築された分野横断的研究体制を飛躍的に発展

させ、がん多死化社会に立ち向かう若手人材の育成とともに、がんの個別最適化医療の実

現を目的とする。基礎医学と臨床医学の有機的ブリッジングによる新たなドラッグデリバリー

システムの構築や抗がん剤過剰投与回避指針の提案は医療経済学的効果も大きく、社会へ

の還元が期待される。 

（２）研究組織 

本プロジェクトでは、医学総合研究所二部門（分子腫瘍研究部門; 以下医腫、免疫制御研究

部門；以下医免）をハブとし、基礎医学（分子病理学分野；以下分病）、血液内科学分野（以

下血内）を中心に臨床医学のブリッジングとともに、産学連携、医薬工連携による人的交流、

技術支援などを積極的に行い、下図に示した通り研究基盤構築を行う。実現に際しての最大

の問題点と考えられるデータの高速処理については三井情報開発および工学院大学と共に

簡便な高速情報解析システムを共同開発する。なお、先端分子探索寄附講座（以下先端）は

平成 28 年以後、医腫に統合された。 
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（３）研究施設・設備等 

基礎―臨床ブリッジングによる情報共有と有効利用のため、東京医科大学病院内の教育研

究棟 14 階フロアー（125 ㎡）に生体分子先端研究センターを設置し、副都心を中心とした研究

拠点を形成するための研究施設を活用し、平成 25 年に同センターに次世代シークエンスシ

ステムを、平成 26 年に同じフロアーにある細胞センターに生細胞動画撮影システム

（Incucyte）などの設備を整備した。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

本事業により研究基盤が強化された共同研究の成果を中心に進捗状況と達成度を列記す

る。それぞれのテーマは縦割りでなく密接に関係しているが、役割分担と共同研究体制を明

確化するため、研究組織に示した各分野の略号（例：分病）も付記し、研究機器整備（次世代

シークエンスシステム：以下 NGS）に伴う共同研究の進展状況についても報告する。(  )内は

対応する 13,14 の番号で、それぞれ論文（*）、学会発表（**）、特許（***）、その他(****)を付

した。 

【がん幹細胞とがん環境の分子基盤】 

1. がん幹細胞を標的とした治療戦略：新たな分子標的・バイオマーカーの探索  

① 造血器腫瘍にける新規分子標的に関する研究成果： 血内 医腫 

慢性骨髄性白血病(CML)根治に関する一連の研究では、MAPK 阻害剤（6*, 7**）、polo-like 

kinase 阻害剤（7*）, HDAC 阻害剤（21*）、PI3K および mTOR 阻害剤（23*,61**）について、ぞ

れぞれの有用性を報告した（達成率 90%）。これらの幹細胞研究を一歩進め、平成 27 年度よ

り iPS 誘導ベクター(CytoTune-Ips2.0)を用いて、primary 癌細胞を re-programing する癌幹細

胞システムを確立した。そして骨髄異形成症候群においては患者検体より CD34 陽性細胞を

分離し、CytoTune-iPS2.0 によるがん幹細胞システム(MDS-iPSC)の作成に成功した。現在、

先行する癌性細胞分子標的薬(BBI608)をリード Compound に据えて、新規がん幹細胞分子

標的薬開発の基盤形成を目指す新しいアプローチを試みており、成果の一部は 2016 年の米

国癌学会などで報告した（6**，16**，35**, 62**）(達成率 60%)。    

② miRNA によるがん診断：分病 医腫 先端 血内 婦人科 消化器内科 泌尿器科 

この分野の草分けである分病を中心に医腫の技術サポートを活用して病院内でバイオマー

カーとしてリキッドバイオプシーを用いた解析が精力的に行われた。例えば、血清 miR-215 レ

ベルや末梢血リンパ球の miR-148b が CML の投薬中止基準の指標となりうること（2*, 3*,25*, 

2**, 65**, 125**）、子宮頸癌の重症度と関連する miRNA 発現様式（5*, 13**, 103**）、前立

腺がんにおける miR-200 発現の意義(139**)などを報告した（達成率 85%）。これらの成果は

血清を試料として用いたアッセイにより得られたものであるが、リキッドバイオプシーの特性を

活かし、循環がん細胞や残存する微小病変の変化を早期に正確に判定する目的で、エクソ

ソーム内の miRNA 測定へとアッセイ方法の軌道修正を試みた。血液内科学分野の骨髄移植

チームは、造血幹細胞移植を受けた患者の血清よりエクソソームを抽出し、Graft vs host 

disease 発症時に免疫関連の数種類の miRNA が変動することを見いだし、解析を進めてお

り、一部の成果は 2015 年のヨーロッパ血液学会などで報告した(18**, 37**, 76**)(達成率

60%)。 

③ エピジェネティック修飾薬の分子機構解明と耐性克服: 医腫 先端 血内 皮膚 

がん克服の上で、避けて通れない問題として、薬剤耐性の獲得がある。アザシチジンは DNA

の脱メチル化をもたらすエピジェネティック修飾薬で、造血器腫瘍に有用とされているが、早

期に薬剤耐性を獲得するためその分子機構の解明が急務とされている。アザシチジン耐性

白血病細胞株を用いた解析の結果、DNA 損傷/修復機構の異常が耐性獲得の本体であるこ



（様式１） 
 

法人番号 131054 
プロジェクト番号 S1311016 

 
とを報告した（26*, 45**, 77**, 100**, 131**）。また、市販リウマチ治療薬であるレフルノミフド

の活性代謝物テリフルノミドがアザシチジン耐性細胞にも有用であることを見いだし、ドラッグ

リポジショニングの一例として特許を出願した（1***）。さらに、二本鎖 DNA 損傷がテロメア維

持機構の破綻につながる（47**, 64**）と共に、ヒストン修飾に大きな影響を与えていること

(73**)を見いだした（達成率 85%）。以上よりヘテロクロマチン１（HP１）やブロモドメイン蛋白の

阻害剤にも着目しアザシチジン耐性克服に対して多角的アプローチを試みている(11**, 

21**, 45**,72**) （達成率 60%）。一方、皮膚科領域では HDAC 阻害剤 MS-275 と IL-2 の併

用が活性化T細胞を介して悪性黒色腫の増殖を抑制することを報告した(32*)（達成率90%）。 

2. がん環境を標的とした治療戦略・エクソソームの役割：先端 医腫 血内 分病  

近年、「がん微小環境」内における細胞間相互作用機序に「エクソソーム」と呼ばれる

30-120nm の細胞外小胞が関与していることが注目されている。そこで、がん環境の中でも重

要な役割を担っている低酸素環境に着目し、研究を進めた。すなわち、低酸素環境における

がん細胞由来エクソソームががん環境を構築する周辺細胞、なかでも、血管内皮細胞に及

ぼす影響について検討し、短期間の低酸素環境でも、腫瘍由来エクソソームの血管新生誘

導作用を認めることを見いだした(37*, 113**, 127**, 132**)。さらに、生体内のように長期に

持続する低酸素環境では特異的に miR-135b が発現しており、miR-135b がエクソソームを介

して血管内皮細胞に取り込まれて、その血管新生を亢進することを明らかにした（2*, 27*, 

10**, 82**,101**, ）（達成率 95%）。この事実は、「情報の運び屋」としてのエクソソームが治

療の標的として注目を集めるきっかけとなり、日本経済新聞にも「がんの新しい治療戦略」と

して大きく取り上げられた。 

3. 分子基盤から出口戦略へ：分病 眼科 先端 医腫 

がん細胞の生物学的多様性は単一の遺伝子を標的にした医薬品の効果を限定的にし、再

発の原因となる。そこで、本事業では miRNA 補充療法について研究を進めると同時に、

miRNA を包括し、その情報伝搬を担っているエクソソームの二方向から研究を展開した。 

① miRNA 補充療法の新展開：分病 眼科 

miRNA 補充療法はがん化の過程で発現が低下したがん抑制性の miRNA を細胞外から補充

することで、その miRNA が標的とする複数のがん遺伝子の発現を抑制する革新的な治療法

であるが、実用化には核酸に対する免疫応答を抑制する技術の開発が必須である。そこで、

生体分子情報に基づき miRNA の中で唯一 DICER に依存しないで発現する Pre-miR-451 の

構造に着目し、研究を進めた。他の miRNA より若干短い一本鎖ヘアピン構造を有する

Pre-miR-451 の構造を基盤として熱力学的に安定なヘアピン構造を保つように短縮化した 30

塩基の「短縮型 mimic miRNA」作製に成功した。さらに「短縮型 mimic miRNA」は RNAi 干渉を

誘導する無修飾核酸として最短であり、in vivo および in vitro の実験から免疫応答を誘導し

にくい核酸であることが明らかとなった(4*, 14*, 15*)。この短縮化技術は他の miRNA や

siRNA にも広く応用できたことから、副作用のない RNA 医薬品のプラットフォームとして、臨床

応用が期待できることより、ボナック社と連携して開発を進めている（52**, 1****）。 

② 骨髄間質細胞によるエクソソーム治療：先端 医腫 血内  

骨髄間質細胞（Bone marrow stromal cells: BMSCs）は、免疫原性が低い事より細胞治療のソ

ースとして注目されている。本事業では健常者由来 BMSCs が放出するエクソソームに着眼し

て検討を進め、健常者由来 BMSCs、特に若年者由来のエクソソームに抗腫瘍血管新生能を

有する miRNA が内包されていることを見出した (1**, 23**, 24**, 32**, 36**, 44**, 74** )。

さらに、これらの治療効果の高い miRNA とエクソソーム改変技術を応用してがん環境の改善

を目指した治療戦略を構築し、この成果は Scientific Reports 誌に投稿中である（達成率

70%）。 
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【免疫制御】 医免 血内 医腫 

免疫学的側面からのアプローチとしては、従来の基盤研究に加えて、免疫パラメーターの適

正評価法を確立し、抗がん剤減量や中止のパラメーターとなりうるエビデンスを蓄積すること

を目指して、研究を進めた。基盤研究の成果としては IL-7 含有卵白アルブミン（OVA）-ポリエ

チレングリコール（PEG）-ポリアミノ酸ブロック共重合体ミセルによる抗腫瘍効果(13*, 84**, 

107**)、樹状細胞（DC）ワクチンに用いる腫瘍抗原蛋白質のペプチドプール（MACS 

PepTivator®）の有効性(1*. 57**)、IL-27 の抗腫瘍効果(11*, 12*, 40*, 43*)について次々と報

告した。また、IL-27 が骨髄造血幹細胞に作用し、M1 型マクロファージへの分化増殖と腫瘍

内への動員を増強することによって、抗腫瘍効果を示すという知見を得た(3**, 4**, 12**, 

41**, 58**, 59**, 83**, 105**)（達成率 70%）。一方、本事業における最大の成果は CML 患者

における個別最適化判断基準の提唱である(19**)。すなわち、 健常人、イマチニブ投与中で

寛解を維持できている患者、イマチニブ中止にもかかわらず後寛解を維持できている患者群

の末梢血単核球の FACS 解析を用いた比較検討より、NK 細胞や CD8+T 細胞の活性化がイ

マチニブ中止の判断基準になり得る可能性を世界に先駆けて明らかにした(25*, 29*, 30*, 

41*, 93**, 95**, 96**, 124**, 137**, 142**)（達成率 90%）。CML 寛解維持のためには終生イ

マチニブを飲み続けていなければならないとされていた時代から、「ストップイマチニブ」に大

きく時代が変わろうとしている今日、イマチニブ中止の免疫学的判断基準の提唱は国内外で

大きな反響を呼んだ。 

【遺伝的背景】  

①  BIM 遺伝子多型を指標とした個別最適化医療の確立：医腫 血内 小児科 

がん診療における遺伝的素因という大きなテーマのうち、本事業では薬剤感受性を予知する

コンパニオン診断の実用化という視点から、まず BIM 遺伝子多型に的を絞り、研究を進め

た。すなわち、シンガポールのグループから BIM 遺伝子多型とチロシンキナーゼ阻害剤感受

性との関係が報告された事に注目し、「ストップイマチニブ」患者で BIM 遺伝子多型を解析し

再発例にはBIM遺伝子多型が存在することを報告した（39*, 60**, 90**, 106**, 137**）。また

BIM 遺伝子欠失と一塩基多型を同時に検出できる簡便なアッセイ法を株式会社 BML と連携

して開発し（28*, 42**, 2****）、多発性骨髄腫、悪性リンパ腫、アルツハイマー病などで解析

を行った。その結果、悪性リンパ腫のうち、ろ胞性リンパ腫ではBIM遺伝子多型を有する症例

では化学療法抵抗性で再発しやすいことを見いだした（22**）。なお、CML における BIM 遺伝

多型については多施設共同研究に発展している（達成率 95%）。 

② がんクリニカルシーケンスの確立 医腫 眼科 血内 小児科 婦人科 泌尿器科  

本学におけるがんクリニカルシーケンスの導入を目的として、平成 25 年度に次世代シーケン

サ（MiSeq）を整備し、臨床各科で共同研究を展開している。平成 26 年度には稼働時間が飛

躍的に増加し、平成 27 年 12 月の平均稼働時間は 312 時間である。バイオインフォーマティ

クスに関しては三井情報開発と工学院大学と連携し技術支援をうけながら、「wet な実験から

データ解析まで」一貫して学内で行う体制をとっており、若手研究者中心に情報を共有しなが

ら研究を展開している。コンパニオン診断につながるシーズもいくつか見つかりつつあり、デ

ータ解析のパイプライン構築も進みつつあるが、現時点では論文化されたものがなく、学会

発表のみである (14**, 27**, 34**, 40**, 91**)。本事業において整備された次世代シーケン

スシステムにより学内の研究基盤がより強固なものになりつつあり、眼科、血液内科では論

文投稿準備中である（達成率 50%）。 

＜特に優れた研究成果＞ 

本事業の研究成果で特筆すべき点は①世界をリードするエクソソーム研究と②CML における 

個別最適化医療の分子・免疫マーカーの提唱である。エクソソームは情報伝達物質である
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miRNA を内包しており、核酸医薬という側面から、基盤研究から出口戦略につながっており、

2017 年１月には英国 Royal Society 主催のシンポジウムからも招聘されている。②は治癒の

ためにはイマチニブという高価な薬剤を終生内服する必要があった CML という疾患を、「スト

ップイマチニブ」の判定をする分子マーカー（miRNA、BIM）、免疫マーカー（NK 細胞等）によっ

て選別し、真の個別最適化医療に直結させている。適正な薬剤中止基準の提唱は医療経済

学的側面からも意義が大きい。いずれの成果も学内の共同研究および企業との連携が成功

している。 

＜問題点とその克服方法＞ 

達成率から判断できるように、がんクリニカルシーケンスによるコンパニオン診断のシーズ探

索および実用化が遅れている。これは主にデータ処理に関するノウハウが不足していたこと

に起因している。データ解析のパイプライン構築に際しては三井情報が 2015 年から開始した

癌遺伝子解析と薬剤情報の提供をコアとした診療支援サービス事業「OncoPrime」を活用す

ると同時に工学院大学との連携を強化して対応する方針である。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

1. *特許出願：「細胞増殖抑制剤、抗がん剤、およびメチル基転移酵素阻害剤に対する感受

性増強剤」 発明者: 今西 哲ほか   出願人: 東京医科大学 

出願番号： 特願 2015-183778  

＜今後の研究方針＞ 

基盤研究の成果を一層集約し、確実な出口戦略につなげるように努力したい。また、次世代

シークエンサーの活用に関しては、コンパニオン診断のシーズ検索を期間内に達成し、ひき

つづき若手研究者の育成を続ける方針である。 

＜今後期待される研究成果＞ 

miRNA およびエクソソームに関する基盤研究を発展させた核酸医薬およびエクソソーム療法

の実現が最も期待される。また、ドラッグリポジショニングや分子・免疫マーカーによる個別最

適化療法のもたらす社会的効果は大きいことが予測される。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

毎月１回の運営会議で進捗状況を報告し、達成率、費用対効果について審議し、必要に応じて研究

計画の軌道修正を行っている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 28 年 1 月 26 日に外部評価委員２名を招いて研究成果の中間報告会（公開）を開催し、外部評価委

員からは A 評価を得た。特に個別研究ではなくテーマを限定して共同研究を展開している点が評価され

た。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） miRNA              （２） エクソソーム           (３) がん環境           

（４） 核酸医薬             (５) エピジェネティック修飾薬   （６） サイトカイン         

（７） 遺伝的素因           （８） 次世代シークエンサー     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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（2013 年 11 月 2 日、東京） 

120. 樋口要，森健太郎，溝口出，水口純一郎，善本隆之：接触性皮膚炎誘導における

IL-22 の役割．第 172 回東京医科大学医学会総会（2013 年 11 月 2 日、東京） 

121. Tauchi T, Katagiri S, Okabe S, Minami Y, Naoe T, Ohyashiki K: Targeting the 

hedgehog signaling pathway limits the self-renewal of BCR-ABL1 positive leukemia cells. 

第 76 回日本血液学会学術集会 (2013 年 10 月 11 日~13 日、札幌) 

122. Okabe S, Tauchi T, Katagiri S, Tanaka Y, Ohyashiki K: Activity of imatinib and Jak 

kinase inhibitor: A potential treatment for Ph-positive leukemia cells. 第 76 回日本血液

学会学術集会 (2013 年 10 月 11 日~13 日、札幌) 

123. Yoshizawa S, Umezu T, Gotoh M, Fujimoto H, Gotoh A, Tauchi T, Ito Y, Ohyashiki JH, 

Iida S, Ohyashiki K: Feasibility of plasma MiR-92a as a prognostic marker in newly 

diagnosed multiple myeloma patients. 第 75 回日本血液学会学術総会 (2013 年 10 月 11

〜13 日、札幌) 

124. *Katagiri S, Mizoguchi I, Yoshimoto T, Ohyashiki JH, Tauchi T, Inokuchi K, Ohyashiki 

K: Long-term up-regulation of effector NK cells in CML after stopping imatinib 第 75 回
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日本血液学会学術総会 (2013 年 10 月 11〜13 日、札幌) 

125. *Ohtsuki K, Katagiri S, Mizoguchi I, Yoshimoto T, Ohyashiki JH, Tauchi T, Inokuchi K, 

Ohyashiki K: Clinical implication of down-regulated miR-148b in CML patients stopping 

imatinib. 第 75 回日本血液学会学術総会 (2013 年 10 月 11〜13 日、札幌) 

126. Asano M, Imanishi S, Umezu T, Ohyashiki JH, Ohyashiki K: Clinical and experimental 

assessment of 5-azacytidine resistance in patients with MDS. 第 75 回日本血液学会学

術総会 (2013 年 10 月 11 日〜13 日、札幌) 

127. *Tadokoro H, Umezu T, Ohyashiki K, Hirano T, Ohyashiki JH: Exosomes derived from 

hypoxic K562 cells enhances tube formation in endothelial cells. 第 75 回日本血液学会

学術総会 (2013 年 10 月 11 日〜13 日、札幌) 

128. Tauchi T, Tojo A, Nakamae H, Kobayashi Y, Miyamura K, Kyo T, Iwasaki H, Hatake K, 

Usui N, Narasimhan N, Zhang J, Naoe T, Ohyashiki K: Preliminary report of a phase 1/2 

study of ponatinib in Japanese patients with Ph+ leukemias. 第 76 回日本血液学会学術

集会 (2013 年 10 月 11 日~13 日、札幌)  

129. 黒田 雅彦. シンポジウム 6.マイクロ RNA のがん治療および癌診断への応用 新規

の lipid conjugate RNA を用いたがん治療法の開発． 第 72 回日本癌学会学術総会 

（2013 年 10 月５日、横浜） 

130. Okabe S, Tauchi T, Katagiri S, Tanaka Y, Ohyashiki K: Activity of the Aurora kinase 

inhibitor, MLN8237 (alisertib) and ponatinib against BCR-ABL-positive cells. 第 72 回日

本癌学会学術総会（2013 年 10 月 3 日～5 日、横浜） 

131. *Imanishi S, Umezu T, Ohtsuki K, Kobayashi C, Ohyashiki K, Ohyashiki JH: A possible 

role of DNA damage/repair in 5-azacytidine resistant leukemia cells. 第 72 回日本癌学

会学術総会（2013 年 10 月 3～5 日、横浜） 

132. *Umezu T, Tadokoro H, Hirano T, Ohyashiki K, Ohyashiki JH: Hypoxia myeloma cells 

modulates its microenvironment via exosome. 第 72 回日本癌学会学術総会（2013 年 10

月 3～15 日、横浜） 

133. Yoshimoto T, Mizoguchi I, Hisada M, Mizuguchi J: New approach for DC-mediated 

cancer vaccine using IL-27-expanded myeloid progenitor cells. 第 72 回日本癌学会学術

総会（2013 年 10 月 3 日〜5 日、横浜） 

134. Kimura Y, Sato-Matsushita M, Yoshimoto T, Tahara H, Saiki I, Irimura T, Hayakawa Y: 

Cross-talk between host and cancer cells amplify inflammation triggered by γδT cells to 

promote malignant progression. 第 72 回日本癌学会学術総会（2013 年 10 月 3 日〜5 日、

横浜） 

135. Mizoguchi I, Mitobe K, Tsunoda R, Higuchi K, Mizuguchi J, Yoshimoto T: EBI3 

functions as an intracellular molecule to regulate the development of colitis in naive 

CD4+CD25- T cells. 15th International Congress of Immunology (Milan, Italy, Aug 22-27, 

2013) 

136. 黒田 雅彦、大野慎一郎、高梨 正勝.  Exosome によるがん特異的 miRNA デリバリ

ー法の開発. 第 29 回日本ＤＤＳ学会学術集会、シンポジウム（招待講演）（2013 年７月５

日、京都） 

137. *Katagiri S, Mizoguchi I, Yoshimoto T, Mizuguchi J, Ohyashiki JH, Tauchi T, Inokuchi 

K, Ohyashiki K: The percentage of effector populations of NK cells correlated highly with 

sustained CMR with or without imatinib in chronic myeloid leukemia patients. 18th 

Congress of the European Hematology Association (Stockholm, Sweden, Jun 13-16, 

2013)  
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138. 高梨 正勝、須藤カツ子、松永 芳径、石川 章夫、大木 忠明、濱崎 智洋、後藤 

浩、黒田 雅彦．新規核酸を用いた血管新生網膜症に対する分子標的治療法の開発．

第 102 回日本病理学会総会（2013 年 6 月 7 日、札幌） 

139. *山田 正俊、大野慎一郎、藤田 浩司、倉田 厚、黒田 雅彦．前立腺癌における

microRNA-200c の発現解析．第 102 回日本病理学会総会 (2013 年 6 月 7 日、札幌) 

140. 藤田 浩司、仲矢 丈雄、池田 徳彦、黒田 雅彦．細気管支肺胞上皮癌における

RAS と let-7 の発現の特徴．第 102 回日本病理学会総会 (2013 年 6 月 7 日、札幌) 

141. 角田廉，溝口 出，樋口要，久田将之，粕谷和彦，土田明彦，水口純一郎，善本隆

之：IL-27 together with stem cell factor induces differentiation of bone marrow cells into 

myeloid progenitor cells and expands them. 第 171 回東京医科大学医学会総会（2013 年

6 月 1 日、東京） 

142. *溝口 出，片桐誠一朗，水口純一郎，大屋敷純子，大屋敷一馬，善本隆之：

Up-regulation of effector natural killer cells and effector memory CD8+ T cells in 

maintaining complete molecular response after imatinib discontinuation in chronic myeloid 

leukemia. 第 171 回東京医科大学医学会総会（2013 年 6 月 1 日、東京） 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

1. 公開シンポジウム：平成 25 年度～平成 29 年度 文部科学省私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業『生体分子情報による次世代型がん個別最適化治療法の開発』中間報告

会（平成 28 年 1 月 26 日） 

 【研究機器整備進捗状況：次世代シーケンサーの臨床応用】 


 (1) 稀少疾患におけるクリニカルシーケンス 小児科学分野 鈴木 慎二 


 (2) 眼内悪性黒色腫における体細胞変異解析 眼科学分野 上田 俊一郎 


 (3) 骨髄間質細胞の体細胞変異解析 医学総合研究所 東 剣虹 


 (4) 肺癌における RNA シーケンスの有用性 分子病理学分野 大野 慎一郎 


 【研究基盤形成進捗状況】   


 (1) がん幹細胞を標的とした治療戦略:新たな分子標的の探索 血液内科学 田内 哲三 


 (2) がん環境を標的とした治療戦略 先端分子探索寄附講座  梅津 知宏 


 (3) サイトカインによる骨髄造血の制御と抗腫瘍効果 医学総合研究所 善本 隆之 


 (4) 核酸医薬の実現に向けて 分子病理学分野 黒田 雅彦 


 

2. インターネットでの公開状況 

http://team.tokyo-med.ac.jp/ims_onc/research/project_nano.html 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

1. Umezu T. International Society for Extracellular Vesicles(ISEV) May 4-7, 2016, 

Rotterdam. 

2. Ohyashiki JH. Role of extracellular vesicles-mediated angiogensis in hematologic 

neoplasias. The Royal Society Scientific Meeting: Extracellular vesicles and the tumour 

microenvironment. Jan. 23-24, 2017, London 

 

 １４ その他の研究成果等 
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「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

1. *核酸医薬に関して：ボナック社との共同開発 

2. *コンパニオン診断に関して：BIM 遺伝子多型アッセイ法を BML 社と共同開発 

 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

特になし 

 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

特になし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

1 15名
H25 1 10名

1 7名
1 22名
4 15名
2 15名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

0
0
0
0
0
0

0
1575

0
0
0

0

分子病理学分野

医学総合研究所免疫制御 135㎡

生体分子先端研究センター

99.29㎡
125㎡
55.31㎡
16.32㎡

医学総合研究所分子腫瘍

0

補助主体

S1311016

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

37,760 43,647

107.78㎡

0

血液内科学分野

臨床共同研究センター　培養室

補助金額整備年度

0

33,546

47,861

81,407

0 0 0 0

0

0

25,501

0

0 0

0

0

26,578 21,283

11,182 22,364 0 0

0 0

0 0

0

0 0 0 0 0 0

0 0

13,716 11,785

3,960

8,201 5,828

7,920

7,222 14,444

4,661 3,670

14,029

0

0

0

21,666

8,331

0

11,880

平
成
２
７
年
度

研究施設面積 研究室等数 使用者数

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

0

設 備

平
成
２
５
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
２
６
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

法人番号 131054

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額
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１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（　会議会合費　） 37 会議費 37 会議飲食代

20,506 13,671 私学助成Applied Biosystems 3130X1ｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ H20 3130X1 １式 72/週

１式

１式
１式

0
0

0

講演者謝金

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

0

6,491

謝金 100

0

補助主体

私学助成

私学助成

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

1,840

機器備品 1,840

私学助成

0 0

0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

超低温槽、実験台

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

計

計

1,840

0

1,840

6,491

0

0

0
0

小  科  目
主　な　使　途

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、実験器具

支　出　額

実験材料

37,500 25,000H14 ABI PRISM 3100特型 他 １式 72/週

VersaDoc1000ｼｽﾃﾑ １式 48/週
GenePix 4000B １式

48/週

15,808
48/週

24,960

GeneTAC Hybridization Station １式

0

120/週

72/週
60/週
72/週

11,880 7,920

9,600
19,950

6,400

１式

H26

H23 免疫染色&in Situ hybridization　全自動システム

H22 7900HT-41F

１式

IncuCyte ZOOM 生細胞イメージングシステム

HSオールインワン蛍光顕微鏡 H24 BZ-9000
MS-J-001次世代シークエンサーシステム一式 H25

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

100

72/週 14,444

（研究設備）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

21,666

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

0
17,760

図　　　　書

0

教育研究経費支出

印刷製本費

Applied Biosystems 7900HT Fast リアルタイムPCRシステム

自動ｱﾚｲﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

遺伝子解析ｼｽﾃﾑ

（情報処理関係設備）

（　　謝金　　）

報酬・委託料

金　　額

6,354

通信運搬費

0
0

研究支援推進経費

6,354

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
0

計

25

VENTANA DISCOVERY ULTRA特別
仕様

整備年度

H15

年　　　度
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  平成 年度

  平成 年度

実験材料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,328 16,328

（　　雑費　　） 351

計 4,211 4,211

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

学内1人

（　　謝金　　） 120 謝金 120 講演者謝金

ポスト・ドクター 4,211 研究補助 4,211 学内1人

研究支援推進経費 0 0

0

図　　　　書 0 0

計 849 849

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 849 849 多本架冷却遠心機

教育研究経費支出
計 511 511

人件費支出 511 研究補助 511 時給1,400円，年間時間数　180時間
（兼務職員） 実人数　2人

計 24,141 24,141

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 4,609 委託料 4,609 機器保守料、補助業務費

（　　修理費　　） 1,225 修理費 1,225 機器備品修理費

印刷製本費 20 印刷費 20 ポスター印刷

旅費交通費 1,608 学会費 1,608 学会旅費、参加費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

試薬、実験器具

マウス飼育管理費、英文校閲料雑費 351

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 4,112 4,112 学内1人

年　　　度 27

ポスト・ドクター 4,112 研究補助 4,112 学内1人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 3,257 3,257

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,257 機器備品 3,257 培養器

教育研究経費支出
計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 10,772 10,772

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 376 保守料 376 機器保守料

（　　雑費　　） 1,996 雑費 1,996 ソフトウェア

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,280 実験材料 8,280 試薬、実験器具

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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